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写真でみる

日本古代木造塔の心礎
－岩井隆次氏寄贈写真による－

大和・若草伽藍心礎
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・立正大学考古学研究室



開催にあたって

立正大学博物館の第 1回企画展として「写真でみる日本古代木造

塔の心礎」を開催することになりました。

古代の塔心礎は、塔婆の建築にあたってもっとも重要な中心的な

存在です。しかし、建築が成りますと礼拝する人々の眼にふれるこ

とがない礎石です。ただ塔が失われ廃寺と化したとき、心礎はその

寺の生い立ちを雄弁に語る資料として注目されることになります。

このような心礎を全国に訪ねて写真に収められた岩井隆次氏は、

心礎研究の完成に際して立正大学考古学研究室にその記録を寄贈し

てくださいました。いまから 20 年以前のことです。

このたび、第 1回の企画展を開催するにあたって、岩井氏の積年

にわたる研究の軌跡を考古学･歴史学･仏教史･建築史などの研究者

と塔に関心をもたれる皆様方に紹介させて頂くことにしました。

あわせて『日本の木造塔』－心礎集成とその分析－と題する貴重

な著作の存在を多くの人びとに知って頂きたい、と願っています。

　　平成 15年 7月

館長　坂誥　秀一



塔心礎研究の回顧と岩井氏の新研究

　塔心礎の総括的研究としては、石田茂作先生の先駆的な業績「塔の中心礎石に就て」がある。それ

は昭和 7年に『考古学雑誌』（第 22巻第 2、3号）に発表され、塔心礎の形式・心礎と高さと層数と
の関係・心素溝孔の問題について論じられたものであった。

　その後、心礎についての研究は、足立康（「心礎分類法と舞木廃寺心礎」『考古学』第 9巻第 7号、
昭和 13年）・田中重久（「塔婆心礎の研究」『考古学』第 10巻第 6号、昭和 14年、『聖徳太子御聖跡
の研究』昭和 19年所収）両氏などによって、それぞれ独自の視点よりの見解が公けにされたが、大
勢として学界の方向は石田見解に依拠してきたといえるであろう。

　石田見解によって、心礎は一類～六類に 6分類され（ただし、四類は A・Bに細分されるので七亜類）、
塔高は心礎柱座径の四〇倍前後であることが示された。さらに、塔の一辺長と心礎の柱座径とが相関

関係をもち、その倍率によって三・五・七重塔の別が想定されることを明らかにされたのである。ま

た、心礎表面における溝のあり方に六種があることを指摘され、それが排水の目的をもつ可能性につ

いて論じられたのであった。

　このような石田先生の研究は、その後、各地における古代寺院址の調査に際して参考にされてきた

ことは衆知の通りである。その後の先生の心礎に関する研究について私が知りうるのは、立正大学に

おける講義（仏教文化史）の折に新資料について紹介せられたのと、昭和 38年に『真珠』誌上に連
載された「塔の心礎を尋ねて」（1～ 4）くらいである。
　「塔の中心礎石に就て」は、後に『伽藍論攷』（昭和 23年）に、さらに著作集『仏教考古学論攷』
四・仏塔編（昭和 52年）に収録されたが、とくに後者には「後記」と「塔の中心礎石の写真と実測図」
が添えられた。「後記」によれば、資料の集大成は後日を期されたが、ただ古瓦の時代観の修正をさ

れていることが知られる。また、写真は 95、実測図は 41が収められている。
　さて、かかる石田先生の研究によって、ほぼ完成の域に達したかのごとき感のあった心礎について、

私が改めて関心をもつようになったのは、東アジアにおける双塔伽藍について注目し、その資料の検討

を心掛けるようになってからであるが、さらに、一昨年に雄山閣出版の芳賀章内編集長の紹介によっ

て岩井隆次氏と面識をもったこともそれに拍車をかけることになった。

　岩井氏は、四〇余年間にわたり全国に心礎を追い続けておられる篤学の士である。氏は、その後、

たびたび私の研究室に見えられ、関係文献を紐解かれるようになった。氏は、すでに「塔心礎の分類

に就いて」（『古代文化』第 30巻第 8号、昭和 53年 8月）を公けにされ、石田見解に立脚されつつ
ユニークな視点より分類論を展開されていたが、このたび、雄山閣出版の高配を得てそれを増補訂正

され一書を公けにされることになり、その書に一文を寄せるように慫慂された。もとよりその任にな

い私としては再三にわたって固辞したが、全国に散在する 300近くの大部分を実施踏査された氏の
情熱と真摯な学究態度に、常日頃、大いに啓発されている者として、また、かつて親しく教えを受け

た心礎研究の先達石田先生の温容を想い浮かべ乍ら筆をとらせて頂くことになったのである。

　本書は、まさに著者の四〇余年にわたる心礎探求の足跡を示したものであり、一朝一夕にして成っ

たものではない労著である。

　石田先生の研究以後、半世紀を閲して公にされる本書は、まさに今後における心礎研究の拠るべき

労作として永く関係学界に膾炙されることは疑いない。私も改めて著者の学恩を蒙ることになるであ

ろう。

　　　　昭和 57年 3月
於　立正大学文学部考古学研究室　　　　坂　詰　秀　一

岩井隆次著『日本の木造塔』－心礎集成とその分析―（考古学選書 20　昭和 57年 6月 10日刊の「序文」転載）

－ 2－



展観写真一覧表

塔跡名 推定時代 所在地 分類

1 陸奥国分寺 平安初期 宮城県仙台市木の下 川原寺式

2 多賀城廃寺 奈良 宮城県多賀城市高崎 川原寺式

3 武井遺跡 白鳳 群馬県勢多郡協和町久地 土師寺式

4 山王廃寺 白鳳 群馬県前橋市総社町 山王廃寺式

5 龍角寺 白鳳 千葉県印旛郡栄町 知識寺式

6 九十九坊廃寺 奈良 千葉県君津市内簑輪 長林寺式

7 武蔵国分寺 奈良 東京都国分寺市西元町 川原寺式

8 寺本廃寺 白鳳 山梨県東山梨郡春日町寺本 知識寺式

9 甲斐国分寺Ａ塔 奈良 山梨県東八代郡宮町国分 土師寺式

10 美濃国分寺 奈良 岐阜県大垣市青野町 本薬師寺西塔式

11 飛騨国分寺 奈良 岐阜県高山市総和町 土師寺式

12 北野廃寺 白鳳初頭 愛知県岡崎市北野町 川原寺式

13 夏見廃寺 白鳳末期～奈良初頭 三重県名張市夏見 長林寺式

14 普光寺 白鳳 滋賀県彦根市普光寺 知識寺式

15 南滋賀廃寺 白鳳 滋賀県大津市南滋賀町 桧前寺式

16 丹波国分寺 奈良 京都府亀岡市千歳町 元興寺式

17 高麗寺 白鳳 京都府相楽郡山城町上狛 崇福寺式

18 山城国分寺 奈良 京都府相楽郡加茂町 元興寺式

19 百済寺西塔 奈良末 大阪府枚方市中宮 元興寺式

20 野中寺 白鳳初期 大阪府羽曳野市野々上 桧前寺式

21 播磨国分寺 奈良 兵庫県姫路市御国野町国分寺 本薬師寺西塔式

22 多田廃寺Ａ塔 白鳳 兵庫県姫路市山田町多田 山王廃寺式

23 秋篠寺東塔 奈良 奈良県奈良市秋篠町 元興寺式

24 東大寺東塔 奈良 奈良県奈良市雑司町 元興寺式

25 元興寺 奈良 奈良県奈良市芝新屋町 元興寺式

26 大安寺西塔 奈良 奈良県奈良市大安寺町 元興寺式

27 西大寺東塔 奈良 奈良県奈良市西大寺町 元興寺式

28 唐招提寺 平安初期 奈良県奈良市五条町 川原寺式

29 若草廃寺 飛鳥 奈良県生駒郡斑鳩町法隆寺 橘寺式

30 本薬師寺東塔 白鳳 奈良県橿原市久米 桧前寺式

31 薬師寺西塔 奈良 奈良県奈良市西の京町 桧前寺式

32 豊浦寺 飛鳥 奈良県高市郡明日香村豊浦 土師寺式

33 橘寺 白鳳初頭 奈良県高市郡明日香村橘 橘寺式

34 比曽寺東塔 白鳳 奈良県吉野郡吉野町山口 長林寺式

35 紀伊国分寺 奈良 和歌山県那賀郡打田町東国分 本薬師寺西塔式
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36 西国分廃寺 白鳳 和歌山県那賀郡岩出町西国分 桧前寺式

37 上野廃寺西塔 白鳳 和歌山県和歌山市上野 桧前寺式

38 栃本廃寺西塔 白鳳末期～奈良初頭 鳥取県岩美郡国府町栃本 桧前寺式

39 寺町廃寺 白鳳初頭 広島県三次市向江田町寺町 長林寺式

40 宮の前廃寺 奈良初頭 広島県福山市蔵王町 長林寺式

41 安芸国分寺 奈良初頭 広島県東広島市西条町 土師寺式

42 阿波国分寺 奈良 徳島県徳島市国府町 舞木廃寺式

43 比江廃寺 白鳳 高知県南国市比江 桧前寺式

44 椿市廃寺 白鳳末期～奈良初頭 福岡県行橋市椿市町福丸 川原寺式

45 豊前国分寺 奈良 福岡県京都郡豊津町国分 川原寺式

46 肥後国分寺 奈良 熊本県熊本市出水町 川原寺式

元興寺式

川原寺式

宮城県・陸奥国分寺 宮城県・多賀城廃寺

奈良県・秋篠寺東塔 奈良県・大安寺西塔
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山王廃寺式

群馬県・山王廃寺 兵庫県・多田廃寺 A塔

知識寺式

千葉県・龍角寺 滋賀県・普光寺

長林寺式

千葉県・九十九坊廃寺 奈良県・比曽寺東塔

土師寺式

岐阜県・飛騨国分寺 奈良県・豊浦寺
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桧前寺式

滋賀県・南滋賀廃寺 奈良県・薬師寺西塔

元興寺式

京都府・山城国分寺 大阪府・百済寺西塔

崇福寺式

本薬師寺西塔寺式

京都府・高麗寺 徳島県・阿波国分寺

岐阜県・美濃国分寺 奈良県・橘寺

舞木廃寺式

橘寺式
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古代主要木造塔跡一覧
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※（岩井隆次著『日本の木造塔跡』－心礎集成とその分析－（考古学選書 20）昭和 57年 6月 10日刊より転載）



期間　平成15年7月7日(月)～8月4日（月）

構成　立正大学博物館

～お問い合わせ～
TEL048 － 536 － 6150
E-mail：museum@ris.ac.jp


